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地域共同テクノセンター活動報告の発行にあたって 

  
 
 

国立米子工業高等専門学校 校長 寺西恒宣 
 

                

 

米子高専における地域貢献への取り組みは、人材育成、科学技術相談、共同研究、技術開発等の地域ニーズに

可能なかぎり応えるという「地域協力」の形態で始まりました。 

平成 3年には、「米子高専の振興発展に協力するとともに、地域の文化・学術の発展に貢献する」ことを目的と

した「米子高専振興協力会」が結成され、本校と地域企業の連携のもとでの共同の事業が行われるようになりま

した。その後、教育研究機能の向上と地域経済の活性化の推進を図る拠点とした「地域共同テクノセンター」を

平成 16年に設置し、このセンターを中心として産学官連携活動等に力を入れており、多数の技術相談、企業等と

の共同研究・受託研究や人材育成事業等の実績を積み上げてきました。 

現在、この地域共同テクノセンターの役割は産学官連携活動の推進、共同研究のコーディネート、小中学生の

理工系離れ対策の公開講座や出前授業の実施、学生や企業技術者を対象とした人材育成事業の展開（地域共同教

育による技術者の育成など）、まちづくり活動支援など多岐にわたっています。 

また、平成 23 年度から新たにオープンファクトリー（本校学生への地域企業の紹介・説明する事業）を開始

し、平成 24年度からは地域企業のニーズを卒業研究（本科 5年）や特別研究（専攻科）のテーマに取り入れて、

地域産業振興やものづくり基盤の継承を図ることを目的とした新規の共同研究事業を始めております。 

さらに、平成 29 年度からは米子高専振興協力会の人材育成事業「人と技術を育てる（BeYOND）」を開始しま

した。第 4 次産業革命、100 年に 1 度の大変革期と呼ばれる時代の中、将来各社の企業戦略立案を担う人材の

育成（「人を育てる（h-BeYOND）」）および技術イノベーションを担う人材の育成「技術を育てる（t-BeYOND）」

に取り組んでいます。 

一方、本校では米子高専卒業生ネットワークを活用した「地方創生」事業への取り組みや県内における医工連

携活動にも注力しており、工学のみならずさまざまな分野の知識を工学と複合活用できる人材の育成、そして育

成した人材の地域への供給などを目指しております。 

本報告書は、令和元年度に実施したこれらの諸活動および共同研究、受託研究、技術相談などの共同研究事業

等に関する活動報告です。本報告書を有効活用していただくことにより、さまざまな分野における新たな連携や

新技術の創出、地域の活性化が一層進展することを願っております。 

今後も、本校は地域における産業界等との連携による先導的な職業教育の取り組みの促進、教育内容・教育方

法の改善や、地域のニーズを踏まえた新分野への展開等の教育組織の充実を図るため、鳥取県、近隣の自治体や

高等教育機関、地域産業界・金融界等との連携を強め、米子高専振興協力会との連携活動や卒業生ネットワーク

の構築・運営を通して継続的に地域の産業振興に貢献したいと考えています。 

令和 3年 6月 
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Ⅰ．米子高専振興協力会 

沿革 

平成 13年 12 月 鳥取県東・中部の企業 20社からなる「米子工業高等専門学校振興協力会」を結成 

平成 17年 07 月 
鳥取県西部・島根県東部の企業 50 社と米子市からなる「米子工業高等専門学校中海
振興協力会」を結成 

平成 14年 07 月 
「米子工業高等専門学校振興協力会」と「米子工業高等専門学校中海振興協力会」を
統合し、「米子工業高等専門学校振興協力会」となる 

 

会員動向 

  令和 3年 3月 31 日現在、会員数 202（令和 2年度中の新入会 10、退会 12）。 

 
 

１．役員会 

日 時 令和 2年 7月 30 日（木）18：00～ 

場 所 SO-JU（米子市錦町 2-3-1ホテルアクシス 1F） 

内 容 令和元年度事業報告・収支決算報告、令和 2年度事業計画・収支予算案 他 

 
 

２．総会 

日 時 令和 2年 8月 6日（木）15：00～ 

場 所 米子コンベンションセンター 小ホール（米子市末広町 294） 

     Microsoft Teams によるオンラインで実施 

内 容 （１）令和元年度事業報告及び収支決算報告について 

 （２）令和 2年度事業計画案並びに収支予算案について 

 （３）役員改選 

 （４）新入会員企業の紹介 

（５）その他 

    ・令和元年度 h-BeYOND 成果報告および令和 2年度受講者募集について 

    ・米子高専近況報告 

    （例年開催しておりました産学連携のすすめの講演会と懇親会は中止） 

        ・パネル展示（地域共同技術研究・開発援助費の成果報告） 
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３．企業見学会（令和 2年度東中部地区は懇談会、西部地区は情報交換会に変更） 

 

・東中部地区懇談会 

日 程  令和 2年 9月 2日（水）14:00～ 

場 所  伯耆しあわせの郷（倉吉市小田 458） 

Microsoft Teamsによるオンラインで実施 

内 容  （１）会長挨拶 

    （２）近況報告 

        ・校長挨拶 

        ・産学官連携・地域連携等について 

        ・進路状況・求人状況等について 

        ・各学科、専攻科のトピックス 

    （３）質疑・意見交換   

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンライン情報交換会 

日 程 令和 3年 3月 25 日（木）13:15～ 

開 催   米子高専 

 Microsoft Teamsによるオンラインで実施 

内 容   （１）会長挨拶 

     （２）校長挨拶 

     （３）本年度の進路状況および来年度の展望について 

     （４）質疑・意見交換  

 

４．特別講演会（コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

 
５．新年交流会（コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

 
６．人と技術を育てる（BeYOND） 

平成 29 年度に振興協力会の新規事業として「人と技術を育てる（BeYOND）」を立ち上げた。BeYOND の目

的は、振興協力会会員企業の人材育成（「人を育てる（h-BeYOND）」）および基盤となる技術の獲得・創出（「技

術を育てる（t-BeYOND）」）､ならびに地域の更なる発展・活性化である。 

令和 2 年度は、前年度に引き続いて、企業戦略分析方法やリーダーシップなどを学ぶ「人を育てる（h-

BeYOND）」を実施した。会員企業に勤務する若手社員に参加していただき、回数を 7回から 9回に拡大・充

実させて、企業戦略立案を担う人材の育成を行った。 

▲質疑・意見交換の様子 
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・人を育てる（h-BeYOND） 

  日 時：第 1回 令和 2年 10月 22日（木）18：00～20：00 

第 2回 令和 2年 11 月 19日（木）18：00～21：00 

第 3回 令和 2年 12 月 17日（木）18：00～20：00 

第 4回 令和 3年 11月 21 日（木）18：00～21：00 

第 5回 令和 3年 12月 18日（木）18：00～21：00 

第 6回 令和 3年 13月 18日（木）18：00～20：00 

第 7回 令和 3年 14月 15 日（木）18：00～21：00 

第 8回 令和 3年 15月 20日（木）18：00～21：00 

第 9回 令和 3年 16月 17 日（木）18：00～20：00 

 

開 催：Microsoft Teamsによるオンラインで実施 

 

内 容： 4年目の「人を育てる（h-BeYOND」）」には、振興協力会会員企業から若手社員 8名に参加し

ていただき、まず会社や自職場の課題と、自分の果たすべき役割についてのフリーディスカ

ッションを行った。その後、㈱NTTデータユニバーシティ 取締役 角 正樹 講師の指導のも

と、自社の強み／弱み、自社を取り巻く環境の機会／脅威を抽出し、戦略を立案する SWOT分

析、クロス SWOT 分析手法を学んだ。さらに、オープンイノベーションおよびデザイン思考

型経営についての講義を行うなど、所期の目的が達成できた。 

 

 

７．企業ガイドブック 

令和 2年 12月、米子高専振興協力会会員を紹介する「企業ガイドブック 2021」を 900部発行した。ガイ

ドブックは、本校の本科 3、4年生および専攻科 1年生にキャリア支援室を通じて配布し、令和 3年 1月 23

日（土）にオンラインにて実施された「米子高専生のため進路研究セミナー」の資料などとしても活用され

た。 

 
 
８．オープンファクトリー 

学生のキャリア教育の一環として、地域共同テクノセンターとキャリア支援室が連携して、オープンファ

クトリーを実施し、振興協力会 16会員が参加した。 

オープンファクトリーは 2 年生に向けたプレインターンシップとしての要素を備え、身近な地元の企業を

見学し、業務内容の理解や仕事における心構え等を学ばせる。この機会を通じて、将来の就職や進路を考え

るきっかけを学生に与え、ひいては地元に優秀な技術者を確保することを主な目的としている。当年度は 10

月 15日（木）から 10月 16日（金）の 2日間実施し、209名が参加した。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

受入会員：㈱菊水フォージング、㈱吉谷機械製作所、㈱モリタ製作所、㈱アクシス、㈱出雲村田製作所、 

リコーインダストリアルソリューションズ㈱、リコーITソリューションズ㈱、㈱オネスト、 

山陰酸素工業㈱、㈱八雲ソフトウェア、神鋼機器工業㈱、㈱アサヒメッキ、日立金属㈱安来工場、 

米子市役所、㈱井木組、井戸垣産業㈱   ※順不同 
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Ⅱ．産学官交流事業 

１．MOBIOテーマ別大学・高専合同研究シーズ発表会 『医工連携編』（コロナウイルスの状況を鑑み不参加） 

日 時 令和 2年 11 月 12日（木） 

場 所 クリエイション・コア東大阪 南館（大阪府東大阪市荒本北 1-4-1） 

主 催 MOBIO入居・連携大学・高専 

共 催 東大阪市、（公財）東大阪市産業創造勤労者支援機構、MOBIO 

内 容  MOBIO（ものづくりビジネスセンター大阪）は、中小ものづくり企業のための「ものづくりの

総合支援拠点」であり、大学・高専の持つ最先端技術・研究成果を中小企業と結びつけること

を目的として、研究シーズ発表会及びシーズ展示会が開催された。本校からは、電気情報工学

科 本村 信一 准教授がシーズ発表を行う予定だったが、コロナウイルスの状況を鑑み参加

を中止とした。 

 
 

２．令和 2 年度 KOSENフォーラム 

日 時 令和 3年 3月 3日（水）・3月 4日（木） 

会 場 Microsoft Teamsによるオンラインで実施 

主 催 (独)国立高等専門学校機構 

内 容  高等専門学校の教職員が、教育・研究の質の向上、教育方法の開発推進及び研究・産学官連

携の一層の推進を図るための研究・事例の成果発表や意見交換を行い、教職員の資質や教育・

研究のポテンシャルの向上を目指して、基調講演・パネルディスカッション・ポスターセッシ

ョン等が開催された。 

 

   

Ⅲ．産学官連携会議 

１．令和 2 年度中国地区テクノセンター長等会議 

日 時 令和 3年 2月 16 日（火） 

  開催校   徳山工業高等専門学校 

開 催  Microsoft Teams によるオンラインで実施 

内 容   中国地区 8 高専のテクノセンターの令和元年度活動状況報告、質疑応答・意見交換が行われ

た。本校からは、山口 顕司 地域共同テクノセンター長、矢田貝 俊一郎 企画・社会連携

係長が出席した。 
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Ⅳ．地域社会への参加・貢献 

１．各種委員会等 参加状況 

委員会等 所属部署 氏名 

特定非営利活動法人専友会顧問 
校長 寺西 恒宣 

公益財団法人鳥取県産業振興機構評議員 

特定非営利活動法人専友会顧問 部長 筏津 隆広 

一般社団法人鳥取県発明協会理事 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター実用化研究評価委員会委員 

米子市地方創生有識者会議委員 機械工学科 准教授 上原 一剛 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター実用化研究評価委員会委員 
電気情報工学科 教授 新田 陽一 

鳥取県大規模小売店舗立地審議会委員 

鳥取県警察サイバーセキュリティ対策アドバイザー 電気情報工学科 教授 松本 正己 

鳥取県環境学術研究等振興事業評価委員会委員 電気情報工学科 教授 宮田 仁志 

わかとり科学技術育成会世話役会実行委員 

電気情報工学科 教授 権田 英功 

米子ものづくり運営会議委員 

国家試験・工事担任者試験補助員 

鳥取県米子工業高等学校学校評議員 

鳥取県公募型プロポーザル方式受注者選定等審査会委員 

公益財団法人鳥取県産業振興機構評議員 

電子制御工学科 教授 河野 清尊 

鳥取県補助金等審査会（鳥取県先端ＩＣＴ活用実証モデル開発支援補助金審査会）
委員 

境港市総合戦略推進会議委員 

全国高等専門学校第 31 回プログラミングコンテスト委員会委員 

第 32 回全国高等専門学校プログラミングコンテスト実行委員会委員 

Technical Adviser 電子制御工学科 教授 森田 一弘 

株式会社テクノセンド外部顧問 電子制御工学科 助教 内田 雅人 

米子市環境審議会委員 
物質工学科 教授 藤井 雄三 

北陸先端科学技術大学院大学教育連携アドバイザー 

米子市環境審議会委員 
物質工学科 教授 青木  薫 

桜の苑指定管理者候補者選定委員会委員 

わかとり科学技術育成会世話役会実行委員 
物質工学科 教授 田中  晋 

米子ものづくり運営会議委員 

わかとり科学技術育成会世話役会実行委員 
物質工学科 准教授 粳間 由幸 

日本高専学会理事 

鳥取県環境影響評価審査会委員 物質工学科 助教 須﨑 萌実 

鳥取県建築審査委員会員 

建築学科 教授 稲田 祐二 

米子市要保護児童対策地域協議会代表者会議委員 

鳥取県耐震診断等評定委員会委員 

鳥取県防災顧問 

固定資産評価審査委員会委員 

米子市特定空家等及び特定空住戸等対策審議会委員 

米子市空家対策計画検討委員会委員 

国立大学法人島根大学総合評価審査委員会委員 

建築学科 教授 玉井 孝幸 

鳥取大学入札監視委員会委員 

日本建築学会中国支部常議員 

鳥取県西部総合事務所地域振興局指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価
委員会委員 

湯梨浜町松崎・長江地区町営住宅建替・新築事業民間事業者選定委員会委員 

米子市都市計画審議会委員 建築学科 教授 前原 勝樹 
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委員会等 所属部署 氏名 

米子市建築審査会委員 

建築学科 教授 前原 勝樹 

日本建築学会中国支部支所長 

米子市地方創生有識者会議委員 

米子市都市計画審議会委員 

湯梨浜町松崎地区町営住宅建替事業民間事業者選定委員会委員 

鳥取県公募型プロポーザル方式受注者選定等審査会「鳥取県立未来中心舞台照
明・舞台機構設備改修業務事業者選定委員会」委員 

建築学科 教授 高増 佳子 

米子市美術館協議会委員 

鳥取県・米子市新体育館整備検討委員会委員 

県営住宅コミュニティ活性化方策検討委員会委員 

鳥取県西部総合事務所地域振興局指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価
委員会委員 

湯梨浜町松崎・長江地区町営住宅建替・新築事業民間事業者選定委員会委員 

米子市景観審議会委員 
建築学科 准教授 西川 賢治 

倉吉市建築審査会委員 

米子市指定管理者候補者選定委員会委員 建築学科 准教授 北農 幸生 

米子市都市計画審議会委員 

建築学科 准教授 小椋 弘佳 

鳥取県都市計画審議会委員 

史跡米子城跡整備検討委員会委員 

安来市都市計画審議会委員 

境港市都市計画審議会委員 

景観アドバイザー 

米子港活性化ゾーン活用事業者審査委員会委員 

鳥取県景観アドバイザー 

建築学科 准教授 天野 圭子 
猪名川町地域公共交通会議委員 

鳥取県福祉のまちづくり推進協議会委員 

米子市交通バリアフリー推進協議会委員 

北陸先端科学技術大学院大学教育連携アドバイザー 教養教育科 教授 布施 圭司 

鳥取県体育協会スポーツ医・科学委員 
教養教育科 教授 南  雅樹 

鳥取県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会委員 

米子市地域公共交通会議委員 

教養教育科 教授 加藤 博和 

米子市総合計画審議会委員 

広島大学高等教育研究開発センター客員研究員 

鳥取県中部地域公共交通協議会委員 

松江市公共交通利用促進市民会議委員 

ＮＨＫ文化センター講師 

教養教育科 教授 渡邊  健 
米子市歴史館運営委員 

山陰研究プロジェクト客員研究員 

2019 レーザー級世界選手権大会実行委員会監事 

島根原子力本部エネルギーアドバイザー 教養教育科 准教授 中島美智子 

鳥取県指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会委員 教養教育科 准教授 大野 政人 

鳥取県西部広域行政管理組合建設工事等入札・契約審議会委員 
教養教育科 准教授 小林 玉青 

米子市建設工事等入札・契約審議会委員 

ＮＨＫ文化センター講師 
教養教育科 講師 堀畑 佳宏 

文部科学省 科学技術・学術政策研究所 科学技術予測センター 専門調査員 

米子工業高等専門学校同窓会 会長 技術専門職員 大谷 文雄 
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２．各種イベント・セミナー・会議等 参加状況 

月 日 行事 役職 氏名 

4 

7 （公財）中国地域創造研究センター事業説明会 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

10 Web システムによる企業合同説明会 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

20 Web システムによる企業合同説明会 第 3 弾 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

24 学生定着促進事業 Web 会議 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

6 

5 米子ガス創立 90 周年事業 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

教養教育科 教授 青砥 正彦 

11 
令和 2 年度第 1 回第 4 ブロック研究推進ボード会議 teams 会
議 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

17 鳥取県発明協会 総会・理事会 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

17 
令和 2 年度第 2 回鳥取県インターンシップ推進協議会（Ｗｅｂ
会議) 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

7 28 令和 2 年度大山町企業連絡会議総会 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

9 17 
令和 2 年度第 1 回地域創生教育プログラム推進委員会（Web
会議） 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

10 

28 鳥取県インターンシップ推進協議会（Web 会議） 産学連携コーディネーター 山本 一志 

29 
「とっとりプラットフォーム 5＋α」第 12 回運営協議会（Web 会
議） 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

30 鳥取県経済同友会西部地区オープン例会 産学連携コーディネーター 山本 一志 

11 17 中国 NBC 鳥取支部主催講演会 産学連携コーディネーター 山本 一志 

12 

21 
「とっとりプラットフォーム 5＋α」第 9 回部会（A・B ワーキンググ
ループ） Web 会議 

地域共同テクノセンター補 白石 僚也 

21 
「とっとりプラットフォーム 5＋α」第 9 回部会（C ワーキンググル
ープ） Web 会議 

地域共同テクノセンター補 白石 僚也 

21 令和 2年度鳥取県学生等県内就職強化本部会議 (Web会議） 産学連携コーディネーター 山本 一志 

24 第 4 ブロック研究助成事業中間報告会 teams 会議 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

教養教育科 教授 南 雅樹 

25 
令和 2 年度第 4 回第 4 ブロック研究推進ボード会議 teams 会
議 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

1 

21 とっとり未来人材育成フォーラム オンライン開催 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

建築学科 准教授 小椋 弘佳 

28 
第 4ブロック産学連携事務担当者スキルアップ研修 リモート開
催 

企画・社会連携係 藤野 仁美 

2 

9 
鳥取大学地域連携関係機関連絡会議（東・中部） リモート開
催 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

10 鳥取大学地域連携関係機関連絡会議（西部） リモート開催 企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

17 
令和 2年度第 4回鳥取県インターンシップ推進協議会（Web会
議） 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

3 19 
令和 2 年度鳥取県インターンシップ推進フォーラム協議会（オ
ンライン開催） 

産学連携コーディネーター 山本 一志 



9 
 

Ⅴ．地域共同研究開発推進事業 

過去 10年間の共同研究、受託研究、寄附金の件数と受入金額の推移を下図に示す。昨年度に較べ、共同研究

は件数が減少したが受入金額は増加した。受託研究と寄附金は件数、受入金額ともに減少した。 

 
 

 

 

     

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
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受託事業、補助金、科学研究費助成事業の件数と受入金額の推移を下図に示す。昨年度に較べ、受託事業は

件数、金額とも増加した。補助金の件数と金額は大幅に減少した。また科学研究費助成事業については件数、

金額とも増加し、件数は過去最多となった。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
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１． 共同研究 

 No. 担  当  者 研   究   課   題  受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

 - 
電気情報 
工学科 

奥雲正樹 
長距離の物体検出を目的とした超音波センサシステム
の開発研究 

- H28.10.24 - 

 - 
電子制御工学科 

物質工学科 
河野清尊 
藤井貴敏 

マイクロバブルの農業への応用およびマイクロバブルの
自動発生・自動潅水装置の研究開発 

- H31.2.28 - 

 - 物質工学科 谷藤尚貴 卵殻・卵殻膜の建築材料への応用技術開発 - R1.7.1 - 

 - 物質工学科 
*遠藤路子 
 伊達勇介 

キャビア製品の高度化 - R1.7.26 - 

◎ - 物質工学科 
藤井雄三 
遠藤路子 

有用麹菌の育種 - R2.2.28 - 

 

1 

物質工学科 
*須﨑萌実 
 伊達勇介 
 青木  薫 中海におけるファインバブルによる湖沼等水質浄化技

術研究 
2,000,000  R1.6.12 - 

 技術教育 
支援センター 

日野英壱 

 2 機械工学科 早水庸隆 曲り配管を用いた混合と固液分離技術の開発 990,000  R2.3.27 - 

 3 
電気情報 
工学科 

田中博美 機能性薄膜の表面化学結合状態分析に関する研究 3,000,000  R2.3.31 - 

 4 機械工学科 矢壁正樹 伸線加工における潤滑油膜の評価技術 250,000  R2.4.1 山本 

 5 
電子制御 
工学科 

森田一弘 電動シャッターの据付・点検作業支援に関する研究 520,000 R2.5.7 - 

 6 
電気情報 
工学科 

桃野浩樹 CompactDELMA の制御システムの開発 150,000  R2.5.28 - 

 7 
機械工学科 
物質工学科 

*早水庸隆 
藤井貴敏 

ウルトラファインバブル水による壁面洗浄のメカニズム検
討と評価 

624,000 R2.7.7 - 

 8 
物質工学科 

電子制御工学科 
青木  薫 
河野清尊 

AI による音声訓練システムの基礎研究 990,000 R2.6.25 - 

 9 物質工学科 谷藤尚貴 
カーボンスルフィド類を含む機能性有機硫黄材料の開
発 

229,000  R2.7.20 - 

 10 物質工学科 粳間由幸 
有機電解反応を鍵反応とするバイオリファイナリー構築
を志向した研究 

500,000  R2.7.15 - 

 11 
電気情報 
工学科 

田中博美 ナノ物質集積技術を利用した機能性材料の開発 259,000  R2.7.15 - 

 12 物質工学科 粳間由幸 アップコンバージョンナノ光増感分子の開発 278,000  R2.7.15 - 

 13 建築学科 稲田祐二 
新時代の木材利用と地域木材産業のニーズに適合した
中・大規模木造建築構造システムの開発 

226,000 R2.7.15 - 

 14 
電気情報 
工学科 

石倉規雄 
ハイパーエレクトロンの節電効果等の評価に関する実証
的研究 

350,000 R2.11.2 山本 

 15 
電気情報 
工学科 

田中博美 
機能性材料薄膜の作製及び表面化学結合状態に関す
る研究 

650,000  R2.10.26 - 

 16 
電気情報 
工学科 

本村信一 認知症患者の睡眠状態把握システムの開発 440,000  R2.12.18 - 

 17 物質工学科 谷藤尚貴 
正極有機活物質「ポリスルフィド化合物」の全固体電池
への適用検討 

550,000  R3.2.26 - 

 合    計 13,337,000  

 

 

◎は研究費が共同研究者・機関へ配分されたもの又は 0円契約 

                                                          *は研究代表者 

（単位:円） 
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２． 受託研究 

No. 担  当  者 研   究   課   題  受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

1 物質工学科 伊達勇介 ヌカカ発生抑制対策効果検証試験 725,000 R2.4.1 - 

2 物質工学科 藤井貴敏 中海に係る汚濁原因の調査及び解析 498,750 R2.4.21 - 

3 
電子制御 
工学科 

中山繁生 
大規模沖合養殖システム実用化研究 
（「知」の集積と活用の場による研究開発モデル事業） 

1,227,000 H30.1.10 - 

4 

物質工学科 

*須﨑萌実 
 藤井貴敏 
 伊達勇介
青木 薫 覆砂をした中海浚渫窪地の環境改善効果の検証 1,244,880 R2.8.6 - 

技術教育 
支援センター 

日野英壱 

5 

物質工学科 

*藤井貴敏
須﨑萌実 

 伊達勇介
青木 薫 中海に係る底質・間隙水調査業務 596,750 R2.8.6 - 

技術教育 
支援センター 

日野英壱 

6 
電気情報 
工学科 

石倉規雄 
PVS の重篤な故障状態を判別する無人診断技術のための故障
特性再現 CPS モデルの開発 

494,000 R2.11.9 - 

合    計 4,786,380    

*は研究代表者 

 

３．寄附金 

No. 担  当  者 申込者 寄附の目的 受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

1 物質工学科 谷藤尚貴 
(公財)中国電力
技術研究財団 

大幅な容量密度改善を実現する有機ポリス
ルフィド系正極活物質の創製 

450,000 R2.3.25 - 

2 
技術教育 

支援センター 
日野英壱 

合同会社オフィ
スきゃとる 

小学校プログラミング教育の普及 39,550 R2.4.9 - 

3 物質工学科 谷藤尚貴 
(公財)中谷医工
計測技術振興財
団 

卵殻膜リサイクルで空中環境を改善する材
料を開発する研究 

300,000 R2.4.23 - 

4 学校長 寺西恒宣 西本 弘之 米子工業高等専門学校振興のため 1,000,000 R2.5.13 西本 

5 学校長 寺西恒宣 米子高専同窓会 
米子工業高等専門学校の運営・教育支援の
ため 

500,000 R2.5.22 - 

6 学校長 寺西恒宣 米子瓦斯㈱ 
国際性の涵養および社会貢献できるグロー
バル人材の育成 

500,000 R2.6.4 - 

7 
技術教育 

支援センター 
日野英壱 ㈱ロジコム 小学校プログラミング教育の普及 20,000 R2.7.2 - 

8 物質工学科 遠藤路子 
(一財)キーコーヒ
ー柴田裕記念財
団 

氷温技術を用いた処理が食品中の機能性
成分に及ぼす影響に関する研究 

1,000,000 R2.8.20 - 

9 
技術教育 

支援センター 
山脇貴士 米子理化学 ものづくり教育の普及 162,000 R2.9.14 - 

10 学校長 寺西恒宣 米子高専後援会 米子工業高等専門学校学校運営のため 1,001,000 R2.9.17 - 

11 学校長 寺西恒宣 米子高専後援会 国際交流基金 500,000 R2.9.25 - 

（単位:円） 

（単位:円） 
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No. 担  当  者 申込者 寄附の目的 受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

12 
電子制御 
工学科 

河野清尊 ㈱すし弁慶 業務改善に係わる研究助成 300,000 R2.9.25 - 

13 
地域共同 

テクノセンター 
山口顕司 

米子高専振興協
力会 

高専・振興協力会共同研究助成事業 600,000 R2.10.7 - 

14 
地域共同 

テクノセンター 
山口顕司 

米子高専振興協
力会 

産学官連携推進事業 200,000 R2.10.7 - 

15 学生課長 筏津隆広 
米子高専振興協
力会 

高専行事支援（コンテスト支援） 300,000 R2.10.7 - 

16 
地域共同 

テクノセンター 
山口顕司 

米子高専振興協
力会 

人材確保支援事業 700,000 R2.10.7 - 

17 機械工学科 
*早水庸隆 
藤井貴敏 

三菱化工機㈱ 
ファインバブル水の配管内の流動状態およ
び微生物除去に関する研究 

500,000 R2.10.22 - 

18 建築学科 玉井孝幸 
㈱建築資料研究
社 

全国高専デザコンに関する費用 500,000 R2.11.20 - 

19 学校長 寺西恒宣 米子高専後援会 
米子工業高等専門学校学生教育環境充実
助成金 

10,000,000 R2.11.25 - 

20 機械工学科 白石僚也 
日本ディープラー
ニング協会 

DCON2021 全国高等専門学校ディープラー
ニングコンテスト〉一次通過者への資源提供 

30,000 R2.12.8 - 

21 機械工学科 早水庸隆 ㈲ニシモト 
飛沫防止用シールドボックスの飛沫観察に
関する研究 

300,000 R3.1.8 - 

22 機械工学科 矢壁正樹 
松江大根島牡丹 
協会 

農業器具開発研究 30,000 R3.1.20 - 

23 機械工学科 矢壁正樹 モンヤ農園 農業器具開発研究 100,000 R3.1.20 - 

24 物質工学科 谷藤尚貴 ㈲ルウ研究所 食品廃棄物のリサイクル研究 50,000 R3.2.19 - 

25 学校長 寺西恒宣 
米子工業高等専
門学校後援会 

教育研究の発展充実のため 510,000 R3.3.18 - 

26 機械工学科 上原一剛 ㈱滝澤鉄工所 研究助成金 211,673 R3.3.29  

合    計 19,804,223     

*は研究代表者 

４．受託事業 

No. 担  当  者 事   業   名 事 業 費 
契 約 
年月日 

ＣＤ 
関与 

1 物質工学科 粳間由幸 
女子中高生の理系進路選択支援プログラム 
輝けミライの私！山陰ガールズプロジェクト２０１９ 

2,966,686 R2.5.18 - 

2 学生課 筏津隆広 国勢調査実地調査 38,600 R2.6.17 - 

3 教養教育科 加藤博和 くらしの経済・法律講座 169,400 R2.8.28 - 

4 
電子制御 
工学科 

徳光政弘 
継続的な超小型衛星開発・運用を通した次世代の高専型宇
宙人材育成 

1,560,000 R2.9.1 - 

5 建築学科 
高増佳子 
小椋弘佳 

菊竹展における東光園の模型製作について 200,000 R2.10.20 - 

6 建築学科 高増佳子 
福祉施設と行う地域共生社会の実現に向けた壁画デザインと
地域共同イベント事業 

330,000 R2.12.4 - 

7 建築学科 高増佳子 
琴浦町生涯学習センター改修基本設計に係る調査等につい
て 

100,000 R2.12.22 - 

合    計 5,364,686     

（単位:円） 
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５．補助金 

No. 担  当  者 交 付 者 研 究 等 課 題  受入金額 
交 付 
決定日 

ＣＤ 
関与 

1 
電子制御 
工学科 

河野清尊 鳥取県 ファインバブル研究会支援補助金 1,200,000 R2.5.11 - 

2 
キャリア 
支援室長 

前原勝樹 
(公財)ふるさと
鳥取県定住機
構 

とっとり就活推進事業助成金県内企業見学
会 

495,000 R2.12.22 - 

合    計  1,695,000     

 
 

・とっとりマイクロバブル研究会 

 

  日 時  技術セミナー＆第 3回全体会          令和 2年 7月 17日（金）15:00～16:45 

     見学会 
        弓ヶ浜水産㈱米子陸上養殖センター      令和 2年 8月 24日（月）13:30～15:15 

      弓ヶ浜水産㈱本社工場            令和 2年  9月 11日（金）14:30～16:30 

     打ち合わせ 

弓ヶ浜水産㈱本社工場・米子陸上養殖センター 令和 2年 9月 23日（水）14:00～17:15 

弓ヶ浜水産㈱米子陸上養殖センター      令和 2年 9月 29日（火）13:00～15:15 

GUREISU 皆生通り店                 令和 2年 11月 13日（金）10:00～11:40 

質問・相談会                  令和 2年 12月 10日（木）15:00～16:10 

中間報告会（第 4回全体会）           令和 2年 12月 17日（木）15:00～17:00 

最終報告会（第 5回全体会）           令和 3年  3月 11日（木）15:00～17:00 
（第 5 回全体会は新型コロナウイルス感染拡大のため延期） 

 

場 所 現地＋Microsoft Teams を使ったオンラインで実施 

 

内 容  マイクロバブル技術を用いて地域課題を解決するとともに、地域産業への導入・社会実装を

目的に、鳥取県の「とっとりファインバブル研究会支援補助金」の支援のもと、「とっとりマイ

クロバブル研究会」を平成元年度に設立し、令和 2年度も引き続き活動を行った。 

7 月には技術セミナー＆第 3 回全体会をオンラインで開催し、技術セミナーでは、弓ヶ浜水

産㈱代表取締役社長の竹下 朗氏に講演を行っていただいた。平成 2年度は、「食品加工」、「洗

浄」に加えて「水産業」分野に取り組み、見学会、打ち合わせ、質問・相談会を実施するとと

もに、12 月には中間報告会（第 4回全体会）をオンラインで開催した（最終報告会（第 5回全

体会）は新型コロナウイルス感染拡大のため延期した）。令和 3年度も、「食品加工」、「洗浄」、

「水産業」の 3分野で本事業を継続する予定であり、県内企業との連携による実用化・商品化

を目指したいと考えている。 

 
・「地域創生人材の育成・定着推進事業」 
 

平成27年度から5ヵ年事業として、鳥取大学をはじめとする県内の高等教育機関と連携して「地（知）の拠点大

学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」を実施し、自治体や企業等（米子高専振興協力会）と協働し、地域の企業

や技術に対する学生の意識を向上させ、地元志向・定着を実現するための取組みを行ってきたが、本事業は令和元

年度にて終了した。「地域創生人材の育成・定着推進事業」は、ＣＯＣ＋事業の成果を継続・発展させる事業

として、県内の高等教育や自治体、経済団体等 18の機関が連携・協力し、「地域創生人材（鳥取県の創世の

核となり得る人材）」の育成と県内定着を目指す取り組みである。 

具体的な取り組みとしては、ＣＯＣ＋事業の継続と、新たに計画され実施された「学生と企業の交流促進事業：ど

こでも会社見学＆Web交流会」及び「学生の県内就職フォーラム：鳥取地域人材育成フォーラム」に参加した。 

（単位:円） 
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６．科学研究費助成事業 

No. 担  当  者 分 担 者 等 研 究 課 題  交付金額 
研究 
期間 

種目 

1 機械工学科 早水庸隆 - 
卵管内の力学的環境を考慮した運動良
好精子分離装置の開発 

1,170,000 H30～Ｒ2 基Ｃ 

2 物質工学科 粳間由幸 - 
光増感剤内包型アップコンバージョン粒
子を活用した細胞深部がん治療の展開 

1,950,000 Ｒ1～3 基Ｃ 

3 建築学科 天野圭子 - 
サービス付き高齢者向け住宅の要介護フ
ェーズに応じた地震時防災・避難の計画
立法方法 

520,000 H30～Ｒ2 基Ｃ 

4 建築学科 小椋弘佳 - 
居住環境向上を目指した低・未利用地の
共同管理の実態分析と体制づくり 

650,000 H29～Ｒ2 若Ｂ 

5 教養教育科 鈴木章子 - 
高専生を対象とした内容言語統合型ユニ
ットの開発と言語項目習得の測定 

650,000 Ｒ1～3 若手 

6 
電気情報 
工学科 

田中博美 - 
Ｂｉ系高温超電導ウィスカーの臨界電流密
度改善と単独型テラヘルツ波発振素子へ
の応用 

500,000 H29～Ｒ2 基Ｃ 

7 
電気情報 
工学科 

田中博美 - 
高分解能μMRI への応用を目指した脱
着可能な Bi 系高温超伝導接合の臨界電
流改善 

2,340,000 R2～4 基Ｃ 

8 
電子制御 
工学科 

山本英樹 - 
水分凍結時の誘電率変化を用いた食品
等貯蔵物の凍結検出システムの開発 

1,170,000 R2～4 基Ｃ 

9 
電子制御 
工学科 

徳光政弘 - 
誤りを含む人工衛星テレメトリデータの多
地点受信データ群を活用した元データ推
定手法 

2,080,000 R2～4 基Ｃ 

10 教養教育科 渡邊 健 - 
近世後期の鳥取の和歌に関する資料調
査と総合的研究 

1,820,000 R2～5 基Ｃ 

11 教養教育科 中島美智子 - 
SDGs を見据えた理工系学生のための技
術者倫理教育プログラムの開発 

1,560,000 R2～4 基Ｃ 

12 教養教育科 濱中 良 - 
障害者スポーツを取り入れた体育授業の
モデル構築および教育効果の検証 

2,210,000 R2～4 若手 

13 
電気情報 
工学科 

桃野浩樹 
奈良先端科学技
術大学院大学 

服部 賢 

MOS 構造表面の吸着分子に対する触媒
会合化学反応のゲート電圧による電子制
御 

260,000 R1～3 萌芽 

14 物質工学科 谷藤尚貴 
関西学院大学 
吉川浩史 

電子活性部位を有する新規硫黄共重合
体の創製に基づいた高性能硫黄二次電
池の開発 

65,000 R1～3 萌芽 

15 物質工学科 伊達勇介 
島根大学  
倉田健悟 

中海における海藻類の刈り取りが底生生
物群集および藻場生物群集に及ぼす影
響 

130,000 H30～R2 基Ｃ 

16 物質工学科 須﨑萌実 
島根大学  
倉田健悟 

中海における海藻類の刈り取りが底生生
物群集および藻場生物群集に及ぼす影
響 

130,000 H30～Ｒ2 基Ｃ 

17 物質工学科 村田和加惠 
大阪市立大学 

荻田 亮 
長寿化酵母を利用する発酵生産技術の
開発 

260,000 R1～3 基Ｃ 

18 建築学科 畑中 友 
東北工業大学 
船木尚己 

危険性自己発信機構を有するあと施工ア
ンカーの開発と実建物への適用可能性
の検証 

195,000 R2～4 基Ｃ 

（単位:円） 
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No. 担  当  者 分 担 者 等 研 究 課 題  交付金額 
研究 
期間 

種目 

19 建築学科 畑中 友 
東北工業大学 

薛 松濤  

危険性自己発信機構を有するあと施工ア
ンカーの開発と実建物への適用可能性
の検証 

195,000 R2～4 基Ｃ 

20 機械工学科 白石僚也 - 
高次炭化水素プラズマ分解による超高効
率水素製造 

1,430,000 Ｒ2～3 ス支 

合    計  19,285,000     

 
 
７．技術相談 

学科 氏名 テーマ 

機械 権田 岳 立軸ポンプの水中軸受材料について 

電気 

権田 英功 
平面圧⼒プレート等について 

ｚ軸⽅向圧⼒検出システムとソフトウェアについて 

田中 博美 

X 線光電子分光スペクトル解析を自動化できるソフトウェアの開発 

SnS 化合物の化学結合状態分析 

X 線光電子分光測定による強誘電体薄膜の化学結合状態分析 

電子バイス用強誘電体の表面状態分析 

X 線光電子分光スペクトル解析を自動化できるソフトウェアの開発 

B 添加 C の化学結合状態分析 

酸化インジウム単相膜の作製 

本村 信一 認知症患者の睡眠状態検知システムの開発について 

電子 

河野 清尊 

介護・健康の AI システム開発 

カメラを利用した視線検出の改善 

上淀廃寺の AR/VR を用いた情報発信 

川戸 聡也 カメラを利用した視線検出の改善 

内田 雅人 介護・健康の AI システム開発 

物質 

青木  薫 

工場の効率化 

アルコールジェルの製造法 

製品の安定性試験 

製品の不具合発生 

水中ドローンを使用した海洋環境研究テーマの構築 

キチン・キトサンの用途拡大に関するテーマ構築 

製造工場の合理化について 

石鹸の成分表示について 

石鹸製造時の不具合について 

ココア石鹸の製造法 

田中 晋 やぎ用除角器の小型化と熱伝導対策 

谷藤 尚貴 

高容量正極活物質に関する材料設計 

硫化物合成技術に関する相談 

正極二次電池に関する相談 

藤井 貴敏 
環境中の微生物叢解析手法（キノンプロファイル）について 

大山黒ボクに関する試験 

技術 上田 輝美 検査補助ツールの開発※ 

 

 

※は内容開示不可につきテーマ名変更済 
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８．地域共同技術研究・開発援助費 

No. 申   請   者 共 同 研 究 題 目 決定額 
研究終了 

予定 

1 電気情報工学科 権田英功 歩行における荷重データ整理・取得に関する研究 150,000  Ｒ3 年度末 

2 物質工学科 伊達勇介 加減圧と低温の複合処理を施した玄米の食味向上に関する研究 150,000  Ｒ2 年度末 

3 建築学科 小椋弘佳 
史跡公園米子城跡の利活用促進に向けた整備手法に関する研
究 

150,000  Ｒ2 年度末 

4 電子制御工学科 中山繁生 各種イカに対応可能な墨汁腺締結器具の開発 100,000  Ｒ3 年度末 

5 物質工学科 青木 薫 路面切削機の運転補助技術の開発 100,000  Ｒ3 年度末 

6 物質工学科 谷藤尚貴 卵殻を用いた高機能吸着剤を活用したデバイス開発 100,000  Ｒ2 年度末 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（単位:円） 
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Ⅵ．地域共同教育事業 

１．公開講座・出前講座・連携講座 

本校では地域貢献、青少年への科学技術教育、生涯学習などを目的に、小中学生から社会人までを対象とし

た各種講座を実施している。受講者アンケートの結果では、5段階評価中の上位「大変満足」「まあまあ満足」

が多くを占めており、高い満足度が得られている。令和 2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、公

開講座・連携講座は規模を縮小して開催、出前講座については中止とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域共同テクノセンター発行／令和 2年度「イベントガイド」（一部抜粋） 

【公開講座】 
「身近な医薬品の合成」 

医薬品がフラスコで合成できる驚きや、実験に成功したこと

の嬉しさが体験できると人気の講座である。 

【公開講座】 
「インテリア雑貨『ハロウィンのジオラマ』in リサイクル工作」 

液体窒素を使った実験に子どもたちも興味津々。どんな結果

になるのか実際にやりながら学ぶことができる。 
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公開講座・出前講座・連携講座の開講件数と受講者数の推移（過去 10年） 
 公開講座、出前講座の受講者数と件数の推移を下図に示す。公開講座はコロナウイルス感染症対策を徹底

し、参加者数を少なくして実施したが、申し込みは多数あった。出前講座はコロナウイルス感染症対策のた

め、中止とした。満足度は以前と同様に高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※連携講座は、大型イベント等への参加もあるため、受講者数はカウントしない 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
受講者数 328 353 449 378 425 438 375 597 367 148
開講件数 15 14 14 19 15 14 16 21 20 15
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
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公開講座 

№ イ ベ ン ト 名 開催日時 開催会場等 対 象 参加人数 担当教員等 
満足度 

(％) 

1 身近な医薬品の合成 
10/3 
（土） 

9:30～ 
15:30 

米子高専 中学生 18 名 粳間 100 

2 
インテリア雑貨『ハロウィンのジオラマ』

in リサイクル工作 

10/17 

（土） 

10:00～ 

11:30 
米子高専 小中高生 7 名 上田 100 

3 

第 1 回米子高専文化セミナー 

「何歳からでも挑戦できる♪様々なス
ポーツの楽しみ方」 

10/18 
(日) 

10:30～ 
12:00 

米子市立図書館 一般 8 名 濱中 100 

4 理系女子 ガールズプログラミング① 
11/7 
(土) 

10:00～ 
12:00 

米子高専 中学生 4 名 奥雲 100 

5 動かして学ぶプログラミング入門 
11/7 
(土) 

13:00～ 
17:00 

米子高専 小 4～6と保護者 
親子 

9 組 18 名 
松本（充）、森、
横田、齋木 

100 

6 
コンピュータ・ロボットカーを制御して

みよう！ 

11/7 

(土) 

13:00～ 

14:30 
米子高専 中学生 4 名 権田（岳） 100 

7 
脳波ゲームを体験して自分の脳波を

見てみよう① 
11/7 
(土) 

13:00～ 

14:30 
米子高専 中学生 

9 名 

本村 

100 

8 
脳波ゲームを体験して自分の脳波を
見てみよう② 

15:00～ 
16:30 

10 名 90 

9 
インテリア雑貨『クリスマスリース』を作
ろう！ 

11/8
（日） 

10:00～
11:30 

米子高専 小中高生 11 名 上田 100 

10 
第 2 回米子高専文化セミナー とっと
り県民カレッジ特別講座「物理学を使

って鳥取県を観てみた話」 

11/15 
(日) 

10:30～ 
12:00 

米子市立図書館 一般 29 名 小林 92 

11 
心臓のドキドキ（心拍数）を測ってみよ
う！ 

11/23 
(月・祝) 

9:30～ 
12:30 

米子高専 小中高生 5 名 大野 100 

12 
自己分析をして勉強の目標を明確に
しよう！ 

11/28 
(土) 

9:30～ 
16:00 

米子高専 中学生 6 名 角田 100 

13 チューインガムを作ろう 
12/5 
(土) 

9:30～ 
16:00 

米子高専 中学生 19 名 粳間 100 

14 理系女子 ガールズプログラミング② 
12/5 
(土) 

10:00～ 
12:00 

米子高専 中学生 8 名 奥雲 100 

15 
リケジョ実験講座「電子ブロックでウソ

発見器をつくろう」 

2/27 

（土） 

10:00～ 

12:00 
米子高専 中学生 13 名 奥雲 100 

16 
リケジョ実験講座「ロボットカーでライン
トレースに挑戦」 

2/27 
（土） 

13:00～ 
15:00 

米子高専 中学生 14 名 権田（岳） 100 

17 
自己分析をして勉強の目標を明確に

しよう！ 

3/6 

(土) 

9:30～ 

16:00 
米子高専 中学生 2 名 角田 100 

 

 

エンジョイ科学館・出前講座 

 

 ・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、今年度の開催を中止とた。 
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連携講座 

№ イ ベ ン ト 名 開催日時 開催会場等 対 象 参加人数 担当教員等 
満足度 

(％) 

1 
鳥取大学ジュニアドクター育成塾 
めざせ！地球を救う環境博士探求
プログラム 

8/20
（木） 

10:00～
12:30 

米子高専、米子市湊山
公園、湯梨浜町東郷 
他 

小中学生 4 名 藤井（貴） - 
8/23
（日） 

10:00～ 
15:00 

2 

鳥取大学ジュニアドクター育成塾 

めざせ！地球を救う環境博士基礎
プログラム 

10/17 
（土） 

10:00～ 
11:30 

米子高専 小中高生 11 名 藤井（貴） - 

3 スクラッチで学ぶプログラミング教室 
10/15 

(木) 

14:00～ 

15:30 
米子高専 小学生 13 名 奥雲 100 

4 動かして学ぶプログラミング入門 
10/15 

(木) 

14:00～ 

15:30 
米子高専 小学生 15 名 

松本（充）、森、

横田、齋木 
100 

5 「ロボコンサート」ロボット展示・実演 
12/20 

(日) 

11:00～ 

16:00 

イオン松江ショッピング

センター 
一般来場者 ※ 

桃野、本村、松

本（充） 
- 

6 「ロボコンサート」ロボット展示・実演 

1/9 
(土) 

11:00～ 
16:00 

イオンモール日吉津 一般来場者 ※ 

桃野、松本（充） 

- 

 

1/10 

(日) 

11:00～ 

16:00 
桃野 

1/11 

(月) 

11:00～ 

16:00 
桃野、本村 

※は大型イベントのため来場者のカウント不可 

 

 
２．地域ニーズ対応共同教育 

実践的な問題設定と課題解決能力を養うことを目的として、地元企業が抱える課題やニーズを卒業研究・

特別研究等のテーマに設定し、企業技術者等と「地域ニーズ共同教育」を行っているが、令和 2年度は中止

とした。 

これらの活動を通して学生の意識を地元企業に向けさせ、人材の地域定着を図る狙いもあり、ものづくり

の基盤技術を承継すると同時に、地域の人材の循環サイクルを確立することも長期的な視野に入れている。 

 

 

３．専攻科「お試し講座」(新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み開催を中止) 

 平成 18年度後期より、米子高専振興協力会会員企業の社員を対象に、無料で本校専攻科開講の講義を受

講できる「お試し講座」を開講している。この講座では、専門技術等が学習できる機会を提供することで

社員個々の技術および基礎知識のレベル向上を図り、高専と企業間の連携を強化することを目的としてい

る。会員企業へは、専攻科のシラバスと案内状を配布している。 
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Ⅶ．情報発信事業 

１．一般教養番組「米子高専知的セミナー」 

平成 23 年 3 月から、中海テレビをはじめとする地元ケーブルテレビ・ネットワーク網を利用した「鳥取

県民チャンネル」で、一般教養番組「米子高専知的セミナー」（15 分番組）を放送している。本年度も引き

続き本校の様々な分野の教職員が、普段の生活の中で役立つ話や教養を高める話題を取り上げた。 

なお、放送された番組は、「鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会」ホームページの「動画コンテンツ」

にアップされている。 

（鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会ホームページ ： http://www.tottorikenmin-ch.com/contents/kosen.html ） 

 

米子高専知的セミナー 令和 2年度 放送内容一覧 

放送月 内容 担当 

4 月 天体観測をしよう！～屈折望遠鏡の画像改善法～ 教養教育科(社会) 教授  竹内 彰継 

5 月 - - 

6 月 - - 

7 月 流星観測をしよう！！① 

教養教育科(社会) 教授  竹内 彰継 8 月 流星観測をしよう！！② 

9 月 流星観測をしよう！！③ 

10 月 米子高専の学科改組 校長  寺西 恒宣 

11 月 電気自動車が拓く未来 電気情報工学科 教授  宮田 仁志 

12 月 
米子高専におけるロボコン活動① 

～機械工学科におけるロボコン活動～ 
機械工学科 准教授  権田 岳 

1 月 今年度の高専ロボコン② 電子制御工学科 准教授 井上 学 

2 月 今年度の高専ロボコン③ 電気情報工学科 助教  桃野 浩樹 

3 月 プログラミング教育について 電子制御工学科 助教 川戸 聡也 

 

Ⅷ．その他 

１．地域共同テクノセンター運営委員会 

日 時 第 1回 令和 2年 9月 3日（木）13：00～ 

第 2回 令和 3年 2月 25 日（木）13：00～ 

会 場 米子高専 小会議室またはオンライン 

内 容  地域共同テクノセンター運営委員会は、地域共同テクノセンターの運営、事業、その他重要

な事項について審議する組織として平成 21 年に設置された。本年度は山口センター長、権田

英功副センター長、白石センター長補、遠藤センター長補、吉田総務課長、コーディネーター

3名に加え、各学科委員である機械工学科 松本至教授、電子制御工学科 中山教授が主な構成員

となり開催された。 

      第 1 回は令和元年度の事業報告、令和 2 年度の事業計画及び予算案の審議や、各種講座の中

間報告、施設利用状況報告等が行われた。 

      第 2回は令和 3年度地域共同技術研究・開発援助費の交付決定や、イベントの実施、振興協力

会の見学会開催等について審議された。 

 

 

http://www.tottorikenmin-ch.com/contents/kosen.html
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２．ＦＤ・ＳＤ研修会 

    毎年度、科研費関係と知的財産関係の 2回開催していたが、コロナウイルス感染症対策のため、今年度 

は中止とした。 

 

３．米子高専生のための進路研究セミナー（Web 開催） 

日 時 令和 3年 1月 23 日（土）9：00～16：00＜オンライン説明＞ 

     令和 3年 1月 20 日（水）～24日（日）＜特設 Webサイト閲覧・質問対応期間＞ 

内 容   本セミナーは、企業・大学の担当者より直接話を聞いたり、企業内での高専生の活躍などを知る

貴重な機会であり、就職活動やインターンシップ等への理解を深める場として平成 19年度から実

施している。 

米子高専の今年度本科求人倍率２６倍、専攻科求人倍率１００倍超えという高い求人倍率を

反映し、単独高専の開催としては全国最大級で行っているものである。 

本年度はコロナ禍での開催となり、開催方式を Webに変更し実施した。Web方式のメリット 

として、家庭に居ながらにして、閲覧や参加が可能となった。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲リーフレット 
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４．米子高専技術シーズ集 2020 の発行 

米子高専教員の研究内容や技術相談対応可能分野等を掲載し、本校の保有するシーズを広く校外の方々

へ周知するために、技術シーズ集の令和 2年度版を発行した。 

また、重点課題のひとつである鳥取大学医学部との医工連携推進を受け、医療福祉機器分野における連携

や新技術の創出を目的として、医工連携シーズ集も発行した。 
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Ⅸ．報道等 

１．米子工業高等専門学校広報誌（彦名通信）抜粋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・彦名通信 No.201 令和 2年 6月発行（キャリア支援室、第 3回リカジョ賞奨励賞受賞 輝け

ミライの私！山陰ガールズプロジェクト 2019） 



26 
 

・彦名通信 No.202 令和 2年 12月発行(2年生研修旅行について) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・彦名通信 No.203 令和 3年 3月発行(「米子高専生のための進路研究セミナー」開催報告) 
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２．新聞・雑誌等掲載一覧  

一般紙 

年 月 日 曜日 記事タイトル 新聞紙名 
掲載 

ページ 

2 4 2 木 米子高専食文化研究同好会、氷温に着目 山陰中央新報 33 

2 6 3 水 若者定着目指し鳥大などが協定 朝日新聞  

2 6 7 日 米子市、鳥取大、米子高専に寄附 米子ガス９０周年事業 日本海新聞  

2 7 4 土 2020 境港市長選 米子高専・加藤教授に聞く 日本海新聞  

2 7 14 火 ５学科を１学科５コースに 山陰中央新報  

2 7 14 火 1 学科５コースへ 米子高専 21 年度から入学後にコース選択 日本海新聞  

2 7 18 土 ぶかつへブン、ボクの、ワタシの、青春はこれさ！ 放送部 国立米子工業高等専門学校 毎日小学生新聞  

2 7 29 水 事例を交えて税の意義学ぶ 米子高専「租税教室」 日本海新聞  

2 8 1 土 JSEC 自由研究 世界に挑戦 卵殻で地球と人に優しく 朝日新聞 第 2 東京  

2 8 1 土 井上さん米子高専修了生優秀発表賞 日本設計工学会研究発表講演会 日本海新聞 31 

2 8 3 月 海外研修を疑似体験 米子高専でイングリッシュキャンパス 日本海新聞  

2 8 7 金 役割やネットとの違いを学ぶ 米子高専で新聞出前講座  日本海新聞  

2 8 7 金 理系選択 迷うな女子よ 中学校講演などで後押し 米子高専の活動に「リカジョ賞」奨励賞 日本海新聞 31 

2 8 8 土 米子高専 来春学科再編 特集 日本海新聞 37 

2 8 9 日 各紙で異なる伝え方 本紙支局長 米子高専で授業 毎日新聞  

2 8 25 火 消防団員来れ若者 米子高専で入団講座も 日本海新聞  

2 8 31 月 支局長からの手紙 信頼できる相棒 米子高専で NIE 出前授業 毎日新聞  

2 9 3 木 マイクロバブル 超微細な気泡で洗車 米子高専技術支援 洗剤使わず環境に配慮 山陰中央新報  

2 9 16 水 米子高専科学部 技術力と工夫の結晶 大きく軽く丈夫 ドブソニアン望遠鏡製作 日本海新聞 33 

2 9 21 月 石垣によみがえる天守閣 米子城跡 ナイトシアター 朝日新聞  

2 9 28 月 マイクロバブル水 洗車、洗浄に応用 山陰経済新聞 30 

2 10 13 火 座り心地楽しみ、観賞を 米子高専生 花回廊にベンチ寄贈 山陰中央新報 34 

2 10 27 火 花回廊に手作りベンチ 米子高専生製作、7 台贈る 日本海新聞  

2 10 28 水 ヒノキ間伐に挑戦 米子高専建築学科学生 40 人 大山町で林業体験 日本海新聞 34 

2 10 29 木 「創造実習」プログラム構築 理科教育 米子工業高等専門学校（鳥取県）准教授 谷藤尚貴 読売新聞  

2 10 29 木 自主性高め 世界に挑戦 理科教育部門 米子高専 谷藤尚貴准教授 読売新聞  

2 11 10 火 ロボコン日本一狙う 米子高専 中国地区で最優秀 山陰中央新報 32 

2 11 17 火 県営住宅に学生入居 自治会活動参加が条件 米子高専 県と協定 日本海新聞 30 

2 11 17 火 県営住宅に学生入居 深刻な団地高齢化解消へ 県と米子高専が協定 山陰中央新報  

2 11 18 水 障害者の視点で街点検 米子で専門学校生ら 毎日新聞  

2 11 19 木 米子市×米子高専連携動画第 3 弾 ネギ姫主役で市の魅力発信 日本海新聞 35 

2 11 21 土 最優秀賞「励みに」「質高める」 読売教育賞表彰式  読売新聞  

2 11 27 金 卵殻の吸着現象、研究を指導 理科教育 米子工業高等専門学校 谷藤尚貴准教授 読売新聞  

2 11 28 土 ネギ姫動画 米子 PR 高専生や市製作 読売新聞  

2 12 1 火 『ネギ姫』米子を PR 米子高専と市 製作 全 4 話の連作動画 毎日新聞  

2 12 4 金 紙面を読むことで身に付く雑談力 米子高専で出前授業 山陰中央新報  

2 12 4 金 毎日新聞支局長 新聞の役割 講演 読売新聞  

2 12 5 土 情報を「雑談力」に 米子高専で出前授業 日本海新聞  

2 12 5 土 新聞比較し役割学ぶ 米子高専で出前授業 毎日新聞  

2 12 22 火 ドラマ仕立て 米子の魅力 PR 動画「まちなかのネギ姫」公開 市と米子高専放送部連携 山陰中央新報  

3 1 8 金 全国高専デザインコンペ・構造部門 米子高専生が最優秀 3 年連続、紙製の橋で競う 日本海新聞  

3 1 11 月 放送部映像作品で主役 山陰中央新報  

3 1 13 水 全国デザインコンペの構造部門 米子高専が最優秀賞 山陰中央新報 32 

3 1 23 土 米子高専が最優秀作品賞 映画甲子園の「ワールドカップ」自由部門 山陰中央新報  

3 1 28 木 米子高専放送部が最高賞 地元で撮影の映画作品 日本海新聞 32 
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年 月 日 曜日 記事タイトル 新聞紙名 
掲載 

ページ 

3 1 29 金 5 年間の集大成 16 グループに分かれ発表 米子高専 日本海新聞 35 

3 1 30 土 八雲の思考や文学の力説く 米子高専で小泉凡氏講演 日本海新聞  

3 2 4 木 最優秀「大山と三徳 その信仰と行事」 鳥取県出版文化賞 決定 日本海新聞  

3 2 27 土 坂田さんら喜び新た 鳥取県出版文化賞表彰式 日本海新聞  

3 3 4 木 米子高専「幽かな光」大会で最優秀、全米大会出品へ 撮りたい感情 映画で照らす 朝日新聞  

3 3 5 金 島根県美で米子高専建築学科卒業作品展 日本海新聞 36 

3 3 10 水 共生社会題材に「共造の木」壁画 利用者、高専生ら桜描く 日本海新聞 36 

3 3 20 土 国有形文化財に 5 件 文化審答申 旧吉田医院や旧外江屋店舗 読売新聞  

3 3 20 土 旧吉田医院（鳥取）旧外江屋店舗（米子）など 登録有形文化財に 5 件  日本海新聞  

3 3 21 日 観光客用駐車場米子城跡に完成 読売新聞  

3 3 21 日 米子城跡三の丸駐車場完成 高専生デザイン看板も設置 日本海新聞  

3 3 23 火 三の丸跡無料駐車場完成 山陰中央新報  

3 3 26 金 町家の特長紹介 米子の町並み保存プロジェクト報告会 日本海新聞  

3 3 30 火 米子町家の初期的姿 国登録有形文化財答申 旧外江屋店舗 日本海新聞  
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文教速報・文教ニュース 

年 月 日 曜日 記事タイトル 新聞紙名 
掲載 

ページ 

2 5 25 月 新型コロナ対策 同窓会が寄付金 文教ニュース  

2 5 29 金 コロナ感染症対策に同窓会が米子高専に寄附金 文教速報  

2 6 8 月 学生会長の認定式開催 文教ニュース  

2 6 24 水 グローバル人材育成へ 米子ガス㈱が米子高専に寄附金 文教速報  

2 6 29 月 米子ガスから寄附 文教ニュース  

2 7 8 水 米子高専で「1 年生の入学を祝う会」 文教速報  

2 7 20 月 日産財団リカジョ賞 奨励賞 文教ニュース  

2 7 27 月 米子高専に日産財団リカジョ賞奨励賞 文教速報  

2 8 10 月 山陰ガールズがラジオ出演 文教ニュース  

2 8 17 月 「入学を祝う会」を開催 文教ニュース  

2 8 26 水 「リケジョ」学生支援スタッフ顔合わせ会 文教速報  

2 8 31 月 イングリッシュ・キャンプ 文教ニュース  

2 9 28 月 米子高専 コロナ対策 寄附 OB に感謝状 文教ニュース  

2 10 6 火 米子高専「避難訓練」を実施 文教速報  

2 10 9 金 コロナ対策への寄附で米子高専、卒業生に感謝状を贈呈 文教速報  

2 11 9 月 地震火災避難訓練 文教ニュース  

2 11 20 金 米子高専、高専ロボコン地区大会で最優秀賞 文教速報  

2 11 23 月 高専ロボコン中国地区大会 米子高専 C チームが最優秀賞 文教ニュース  

2 11 25 水 ロボコン全国大会出場決定を市長に報告（米子高専） 文教速報  

2 11 30 月 市長にロボコン大会出場報告 文教ニュース  

2 12 11 金 米子高専学生に優秀ポスター賞 国際学会「SmaSys2020」で 文教速報  

2 12 14 月 国際学会優秀ポスター賞 文教ニュース  

2 12 14 月 「税に関する作文」で米子高専生が米子税務署長賞 文教ニュース  

3 1 1 金 全国高専デザコン 文教ニュース  

3 2 8 月 米子高専 留学生との交流会 文教ニュース  

3 2 19 金 米子高専学生で留学生と交流会 文教速報  

3 3 22 月 地元企業より横断幕寄附 文教ニュース  

3 3 22 月 企業が米子高専に横断幕などを寄附 文教速報  

 

雑誌等その他掲載記事 

掲載誌名 記事タイトル等 

広報だいせん 2020 年 4 月号 大山口駅舎が完成 

長岡技術科学大学広報№213 全国高専めぐり（第 44 回 米子工業高等専門学校） 

山陰経済ウイークリー（2020 年 10 月 27 日） 山陰経済最前線 広がるかマイクロバブル 

公益社団法人 米子法人会会報 みずどり（2021 №87） ご存知ですか？米子高専がおもしろい 

独立行政法人国立高等専門学校機構 高専の研究力 高専の研究・産学連携活動 
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３．新聞記事抜粋 

 
 
 

    
 
 

 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産学官連携 

山陰経済新聞 令和 2年 9月 28日（月）下旬号 3面 

日本海新聞 令和 2年 11月 17日（火）24面 

（一部レイアウトを変更しています） 
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学生の活躍 

日本海新聞 令和 2年 8月 1日（土）20面 

日本海新聞 令和 2年 8月 7日（金）23面 
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山陰中央新報 令和 2年 11月 10 日（火）22面 

 

山陰中央新報 令和 3年 1月 13日（水）22面  

日本海新聞 令和 3年 1月 28日（木）25面 ▶  
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  その他 

  

山陰中央新報 令和 2 年 4 月 2 日（木）20 面

 

日本海新聞 令和 2年 9月 16日（水）11面 
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山陰中央新報 令和 2年 10月 13日（火）24面 

日本海新聞 令和 2年 10月 28日（水）20面 
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日本海新聞 令和 3年 1月 29日（金）25面 

日本海新聞 令和 2年 11月 19日（木）24面  
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日本海新聞 令和 3年 3月 5日（金）20面 

日本海新聞 令和 3年 3月 10日（水）21面  
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  学科再編 

日本海新聞 令和 2年 8月 8日（土）22面 
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４．米子商工会議所報 シャンブル 抜粋 

令和 2年 5月号 
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令和 2年 8月号 
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令和 2年 11月号 
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令和 3年 2月号 
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Ⅹ．令和 2年度 米子高専地域共同テクノセンタースタッフ 

 

 

 

 

 

 

センター長   副センター長 

山口 顕司 (機械工学科教授）     権田 英功 (電気情報工学科教授) 

 

 

 

 

 

 

センター長補               センター長補  

白石 僚也 (機械工学科講師)       遠藤 路子 (物質工学科助教授) 

 

 

総務課長 吉田 雅人 

総務課企画・社会連携係 矢田貝 俊一郎、 大庭 萌（～R2.11） 

藤野 仁美（R2.11～）、 木口 佐知子 

 

コーディネーター 

・産学連携コーディネーター【鳥取県西部地区担当】 

  山本 一志 

・産学連携コーディネーター【鳥取県東中部地区担当】 

  西本 弘之 

・産学連携コーディネーター【全国区担当】 

杵築 邦昌 
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